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持続可能な林業経営を目指した 
人工林の循環利用システムの開発 

 林業は木を伐って、使って、植えるというように、資源を循環して利用することで成り立っています。いま
島根県のスギ・ヒノキ人工林は成熟し、収穫の時期を迎えているため、伐採・収穫技術の効率化が求められて
います。また、伐採後は低コストで確実に森林を再生することが必要となります。 

 そこで、本研究では主伐(収穫のために行う伐採)に対応した効率的な作業システムの構築と、コンテナ苗な
どを用いた低コストで確実な森林再生技術について研究しています。 

本研究によって、主伐における低コストで効率的な伐出作業システムを提案します。また、島根県に最適なコ
ンテナ苗の育苗・植栽方法等による森林再生技術を確立します。これらのことから、スギ・ヒノキ人工林の循
環利用が促進されます。 
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森林・林業 

研究の背景・目的 

研究方法 

研究成果の活用・今後の研究計画 

写真１ 高性能林業機械 
（左：タワーヤーダ 右：ハーベスタ） 

写真２ コンテナ苗の育成 

１）効率的な作業システムの構築 

 ①車輌系作業システムの調査 (写真１右) 

 ②架線系作業システムの調査（写真１左） 

 ③地形・路網に応じ機械を組み合わせた作業システムの構築 

２）低コスト森林再生技術の開発 

 ①コンテナ苗の育成試験（写真２） 

 ②コンテナ苗植栽労務コストの調査(写真３) 

 ③萌芽誘導による再造林の低コスト化 

 平成26年度は、簡易架線（スイングヤーダ）を使った集材シ
ステムの調査を行いました。また、コンテナ苗の生産コストを
下げるために、育苗期間を短縮する技術を検討しています。ま
た、現場からの要望のあった、コンテナ苗の育苗技術のマニュ
アルを作成しました。 

 

【コンテナ苗のメリット】 

 コンテナ苗は培土付き
の円筒形根鉢が特徴で
す。これにより、効率よく
植栽できるとともに、活
着率も良く、従来の裸苗
より植栽時期が広いと言
われています。 

写真３ コンテナ苗植栽の様子 


